
ー

F K R B 可､

／~ －

－－－フ
ＣＣＯ

擁

ＴＨＥ■
色

１．sＧ２月刊神戸つ子

６

１
０

‐
心

ｒ
Ｌ‐〕

ＦＥＢＲＵＡＲＹＮｏ、２９８ ／
神戸っ子昭和4 0 年１月2 0 日第三極郵便物認可
昭和6 1 年２月１日印刷逆巻2 9 8 号昭和6 1 年２月１日発行毎月１回１日発行

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



／

、

ZLO8(虹9)EO墨」１.ｆＷ〆一亡＝壷｢酔草車/望玉｢醇斗＝､／
ＯＡＨＯ上ＶＸＶＳＯヨｇＯＸ

Ⅵ||、Ｉｮg、
等ユ旨11謡の'１ル〃と･二j/≦一壱三⑦刑万・唖ﾛｭ血羽,新

：乙維坐．/でj/≦の甥珊べEイ“延旦巾姥ご呼壱
・平－１手ユ〃q‘霊罰匂夢ｲIll緯呼､f今嘩Ｗ警

､ﾕ７ﾏ｡こぶＥ/ざ排ぐ〆'､'一で＝勇一#べし≦/ぐ卒母算剰旦I牌平呼号避覗
・で/ざ魚べ“⑦罰瑚溶』『.＝き､"･亘ＨＯＨ
、剰酎巽動'１r子匡毎一斗/でzl-⑦華峰 尾一

壷毎ふくごnの鋼迦溶』r･＝き､/･亘ＨＯＨ
､剰酎巽動'１r子匡毎一斗/でzl-⑦華峰

ﾖｕ罰罰浬 ﾖｕ罰罰浬

''一

匡

Ｉ

'1謹溌Ⅱ
M

ill！

鴬灰蕊E二三三
/ｼくち至一牛＝シヨｑ唖辱,１季

陽、

、

０

｡

ー

ノ

厚＝

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



女
性
ｕ
い
う
い
う
想
像
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黙
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て
ジ
ュ
エ
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ー
を

ゆ田崎真珠ノ

ａ

Ｌ

Ｉ

〆
、

、

ジュェリノーの進化が始迩ゴマ。
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本物だけを追求し
つづけるゼニア。

スーツ･ ジャケット･ コート

スラックス

ドレスシャツ･ スボーツシャツ

ニットウェァ

ネクタイ･ マフラー･ ベルト

その他皮製品･ 服地･ 下着

たとえばウールを求めてオーストラリアへ、
モヘアを求めて南アフリカ、

カシミヤは中、､ 紬はエジプトへ…･ ･ ･
地儲級の天然糸材、

卓抜した縫製技術と感性。
ゼニアをI M f界の一級品と
呼ばせるゆえんはここにあります。
１１畔の第一線で柄鮒する人途に
こよなく愛され続けて鴬た、

ゼニアのメンズトータルファッションー
本物のみがもつ､ 深い味わいな知る
皆槻の愛汁に応える
一汁と確偏いたしております。

Ｅ･ ゼニアのオンリー･ ブテンイック・
ドーディチ

Ｌ 劃〒6 5 8 神戸市東灘区岡本8 - 6 - 1 ＴＥＬ：0 7 8 - 4 1 2 - 1 1 2 0 ㈹

吐
戸
問
節
婦

康同里訂励耳加時

Ⅱ山子ｗ睦
坦か璽琶■巳阻■角ら〆唾P ‘

※エルメネジノレド･ ゼーア製品は
すべてｲ ﾀ ﾘ ｱ からの直輸入ですも

男の気品。
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世
界
の
物
売
り
念
〉
ト
ル
コ
（
ベ
ル
ガ
モ
の
族
）

は
る
か
彼
方
の
二
人
連
れ
は

近
づ
い
て
熊
使
い
と
わ
か
っ
た

中
西

』 召竪妻
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１．わたしのアジア観
２．アジアからみた日本
３．市民レベル交流をどうすすめるか
４．わたしの役割
５．その他

リ

梓

月刊神戸つ子創刊身飾年記念バー ﾃｨ
美神・美酒
に集う春の宴

①例えは

アジアと日率」職
園 畠翼 葛

「 あなたの意見を求めています。

1募集要項|編騨溌灘',0~１５枚
３．作品に住所．氏名( ふりがな) 、年令、電話番号、

職業、性別を明記して下さい
４．１人１編未発表のもので日本露に限ります。
５．作品はお返ししません

|募集締切|昭和61年２月28日鰯(消印有効）

|発表|昭和6'年３月下旬

｜賞｜：寮麗子: 需
佳作５万円

応募先|醜悪悪麓寧鯛漂g雲L 鴫文暮蕊編
ＴＥＬ（0 7 8）５０５－００３０

℃

６ のアジアの一貝であるわたしたちは､ アジア諸国との相互理解を
深め、交流を広めていくことこそアジア全体の平和と繁栄に
貢献するものと確恒します。
そのために､ 今後､ アジアの国々との関係をどうしていくべき
か、みなさまとともに考えていきたいと思います。

１

戸商Ｔ今蝿所･ ! 社j 神戸青年会圏所・神戸大学国際交流ｾ ンター
●後援／兵庫県・兵庫県教育委員会・神戸市教育委員会

主催／月刊神戸っ子後援／神戸百店会
お問い合わせ／月刊神戸っ子

神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル9 F 恋0 7 8 = 3 3 1 - 2 2 4 6

４月10日附
午後5 時3 0 分受付６時開宴～8 時3 0 分

・於・
神戸ポートピアホテノレイ皆楽の問

・会費。
12,000円
・プログラム・

第１5 回ブルーメール賞受賞式

国際交流基金。（財) 日本国際教育協会・ＮＨＫ

●主催／神戸市・Ｉ財) 神戸国際交流協会・神戸アジアセンター

叙
世界の酒／灘の酒／酒亭紹介

大福引大会／月刊神戸っ子サンバチーム
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奉璽主･ 貸主

④躍熱撫漣

、陳

ﾄ ビｱプﾗザ商業施設
ｐ

車藁主､ 貸主
皿、大臣( 3 涙2 1 眠り

３lCjII鉄商事株式会社
本社/ 〒5 3 0 大阪市北区小松原町2 - 4 1 大阪宙回生命ヒル）

、

丑C 6 ( 9 4 3 1 1 1 3 1 M ｆ開全今種罰

尖畿満拳鵜式会社 でテプ旨ﾝ卜しま営〆i,力!。
■全体概要
・名称/ ポートピアプラ斗膨ヨッピングセンター･ 所在地/ 神戸市中央Ⅸ港勘中
可6 丁目Ｍ註、交通/ ポートアイランド線r 市民広嶋J 訳より徒歩３分・施設延
床面狛/9. 7 2 9 . 2 7 ,ｆ･揖造･規模/銑什鉄筋コンクリート造25階連の一部及び鉄
筋。／クリート殖2 階遮・腫物完成済●即入居可・敷地面柵( 全体) / 3 , 1 5 0 1 .
5 8 ㎡・設計監理／昼菱地所株式会社・施工/株式会社大ｷ ｲ組・総区画数/ 2 7腿
画●貫科ﾉ(月額)1階3.3001Ｗ㎡2蹄3,000円/㎡｡保証金/1階・２階121.000円
/ ㎡･ 共益費/ ( 月額) 7 0 0 円/ ㎡1 型n F W ㎡

大阪支社/ 〒5 3 0 大阪調上反昏鳳疫1 - 1 - 5
念0604816034(ダｲﾔﾙｲﾝ）

『
窓
弔
謹
》
亀

闇

跳狂

医禰

飲食

拘販

美蓉
理君

営星狸目

内科・小児碍

各掻ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ､ 医流辰､ すし辰､ とんかﾜ 反
中華将唖､ ｶ ﾌ ｪ パｰ . ﾌ ｧ ｰ ｽ ﾄ ﾌ ｰ ド神

パン･ ケーキ展_ 圏葬. 葵・化1 逸品､ ＊良､ ﾚ ﾝ ﾀ ﾙ シ
ョンプ. 酒屋､ 八百蟻食F _ 肉艮. ﾌ ｧ ﾝ ｼ ｰ ｼ ｮ ブ
ブ､ ﾎ ビｼ ｮ ﾌ ブ幕

ｉｎ宮，美容．ニステティヶクサロン

耳布正視P 区画

W圏
》
〜
》
唾

州
〜
翻
癖

吟塞蜘6
1 区圃

ボ 一 卜ピ ア プ ラ ザ

●お問合せ･ お申込みは…･ ……･ 可……･ ･ …

弓享繊蕊欝aO 6 ( 3 4 4 ) 2 1 6 1
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、

昨
年
十
二
月
に
催
さ
れ
た
第
十
二
回
「
コ
ウ
ベ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
弱
」
で
見
事
大
賞
を
射
止
め
た
の
が
神
戸

ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
専
門
科
に
在
籍
中
の
森
三
佐
子
さ
ん
。
写
真
の
受
賞
作
は
ブ
ル
ー
の
革
製
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
に
パ
ー
プ
ル
の
手
編
み

ニ
ッ
ト
セ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
、
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
は
っ
き
り
し
た
コ
ー
ト
を
羽
織
っ
た
も
の
。
色
合
わ
せ
も
デ
ザ
イ
ン
も

な
か
な
か
大
人
っ
ぽ
い
。
「
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
と
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
組
み
合
わ
せ
な
の
で
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
に
苦
心
し
ま
し
た
。
コ

ー
ト
は
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
面
白
さ
を
狙
っ
て
み
た
ん
で
す
け
ど
…
」
阪
急
フ
ァ
イ
ブ
創
作
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
パ
ン
ツ
、
ブ

ラ
ウ
ス
、
ベ
ス
ト
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
少
年
っ
ぽ
い
組
み
合
わ
せ
で
受
賞
し
、
賞
に
恵
ま
れ
た
年
に
な
っ
た
。

大
賞
の
副
賞
に
十
二
月
二
十
四
か
ら
一
月
一
日
ま
で
初
め
て
の
ロ
ー
マ
・
パ
リ
旅
行
へ
出
か
け
て
き
た
。
「
街
の
人
々
や
ゥ
イ
ン
ド
ゥ
デ

イ
ス
プ
レ
イ
を
見
て
も
随
分
日
本
と
は
色
使
い
が
違
う
ん
で
す
。
鮮
明
な
ブ
ル
ー
や
赤
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
使
う
の
が
上
手
で
す
ね
。
私
も

随
分
刺
激
さ
れ
て
、
派
手
に
な
っ
た
み
た
い
（
笑
）
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
今
春
か
ら
は
大
阪
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
の
就
職
も
決
ま
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
の
二
十
一
歳
だ
。
〈
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
楽
屋
で
。
右
側
が
作
品
〉
中
央
区
在
住
．

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
ｌ
森
美
佐
子
重
…
‐
鋤
‐
掌
鴎
婁

阪司

●
神
戸
っ
子
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嬰誤

訂

Iｉ

人
間
関
係
毒
広
が
り
を
ｌ
大
鳥
嘉
一
蕊
雲
蓋
…
…

「
昭
和
五
十
四
年
に
神
戸
Ｊ
Ｃ
に
入
会
し
て
八
年
目
・
私
で
一
一
十
八
代
目
の
理
事
長
な
ん
で
す
。
本
年
は
、
今
ま
で
神
戸
青
年
会
議
所
が

行
な
っ
て
き
た
五
月
の
神
戸
ま
つ
り
の
前
夜
祭
、
七
月
の
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
事
業
を
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
形
で
展
開

さ
せ
る
と
共
に
、
神
戸
沖
空
港
の
設
置
推
進
運
動
や
、
神
戸
の
街
角
を
結
ぶ
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
型
バ
ス
の
就
行
に
関
す
る
活
動
等
を
積
極
的

に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
、
組
織
関
係
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
神
戸
青
年
会
議
所
の
会
員
数
も
油
名
と
な
り
過

去
最
大
に
な
り
ま
し
た
よ
聖
と
、
じ
っ
く
り
話
す
神
戸
青
年
会
議
所
理
事
長
の
大
月
京
一
さ
ん
三
十
七
才
。
慶
応
義
塾
大
か
ら
、
ワ
シ
ン

ト
ン
州
の
ピ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
サ
ウ
ン
ド
大
学
の
大
学
院
で
二
年
間
、
経
営
学
を
学
ん
だ
国
際
派
。

昨
年
の
十
一
月
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ゥ
ン
ヘ
新
社
屋
ビ
ル
を
完
成
し
た
株
式
会
社
大
月
真
珠
、
大
月
尋
男
社
長
の
長
男
で
、
現
在
は
関
連

会
社
の
株
式
会
社
大
星
の
社
長
。
神
戸
の
真
珠
業
界
若
手
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
「
大
月
真
珠
も
、
工
場
と
会
社
が
別
れ

て
い
た
の
が
新
社
屋
に
集
ま
り
一
つ
に
な
っ
た
の
で
転
換
期
で
す
。
夢
の
島
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
神
戸
の
一
員

と
し
て
、
こ
の
新
し
い
建
物
に
磨
き
を
か
け
て
、
組
織
づ
く
り
に
も
人
づ
く
り
に
も
、
そ
し
て
商
品
づ
く
り
に
も
、
よ
り
グ
レ
イ
ド
の
い
い

も
の
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
多
い
会
社
な
の
で
家
族
的
に
、
そ
し
て
生
活
自
体
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
で
、
文
化
的
な
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
し
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
歩
み
た
い
で
す
ね
。
」
趣
味
は
読
書
と
音
楽
、
そ
し
て
巨
人
フ
ァ
ン
。
Ｏ
型
の
牡
牛
座
。
５
才
と
１
才
の

よ
き
パ
パ
で
も
あ
る
。

〈
大
月
真
珠
の
新
社
屋
で
〉

凸

季憂
難
藤

に

ｈ

ｊ
#
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２月21日(金)～３月31日(月)(水曜日休館）
国立国際美術館( 万博記念公園内）

ヴアン

向
日
葵
１
８
８
７
年
８
〜
９
月
油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス
帥
伽

国
立
ク
レ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
美
術
館

／ 、

一入場料
一般
高･ 大生
小･ 中生

宗
教
、
人
間
、
言
然
。

オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
と
国

立
ク
レ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
美
術
館
な
ど
か
ら
の
約
、
点
で
、
ゴ
ッ
ホ

を
テ
ー
マ
別
に
新
た
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
毎
日
放
送
妬
周
年
記
念

事
業
の
展
覧
会
で
す
。

里

、 ノ

700円(当日900円）
400円(当日600円）

…製溌
国立国際美術館毎Ｈ放送
外務省･文化庁･オランダ大使館‘大阪２１世紀協会
近畿2府４県および京都市･大阪市･神戸市各教育委員会
日本生: 命

催
援
賛
力

主
後
協
協 ＫＬＭオランダ航空
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１月４日正后から神戸国I 原展示場において恒例の県と神戸市、神
戸商工会議所主催の新年合同祝賀会が開かれ約1 5 0 0 人が参加した。
胃かいよう手術で入院中の坂井知事の代理に貝原副知事が知事から
の“兵庫2 0 0 1 年計画の実現と、明石大橘の完成の努力と記念に国際
博誘致、そして県技術会議の創設, , などを伝え、宮崎市長は“ハー
ドからソフトの時代へ”と老人と障害者福祉に力を注ぐとメッセー
ジ。アンドレ・ブリュネ仏総領事、そして石野神商議会頭の祝杯で
1 9 8 6 年の神戸がスタートした。

＝８ 唖
謹
』

且
弓
窪

一
風
識頭

罫守

ｌ
‐
″
〆

《
《
岸
塁
一
一
八

希言

Ｉ？
』

覗司瀞
貝原副知事宮崎市長

・花の巴里の香漂よう
「モダン｡ パリ展｣ 開く

山

ヨ 『i１．Ｗ』鐘j謹眠
1 5 0 0 人の会場風景

オープニング風景／三木神戸新聞社長､金井館長､中井一夫慰伊藤文化財団理事長らテープカットを終えて｡ / ｢ モダンパリ展. ｣を愉しむ人々 ･花の都を創った人々 の姿がここに｡ ･ ･ ･

」

垣合同税拭宝

蓋ｉｆ
、令一●夕

侭
型

３
叫
甘
ｆ
色
→
〆
嬰
一

誇
渉
替
号
猛
錫
診
ず
吟
・
▼

弘細侭| 雷翻 戸
》
制

－画二

一で"､炉ｉ
－ｊ

ｋ = ト

帝
亭

可

』劇 B ｈ
ブﾘ ｭ ﾈ 仏総領事石野商議所会頭く上> 新野幸次郎・岡本道雄･ 岸田幸雄･ 石野信一･ 柏井健一･ 宮崎市長･ 鬼塚喜八郎各氏･ 本誌小泉･ 大月尋男･ 田崎俊作各氏

●明石大橋の実現を
今世紀中に

茅

●コウベスナッブ

斜Ｉ

１９８６年の新春ＫＯＢＥにふさわしく、１月４日出の午后２時
から、兵庫県立近代美術館で神戸新聞社などの主催により「モダン・
パリ展」が開催された。花の都パリが開華する迄の、革命からよみ
がえる1 9 7 0 年代の皇帝ナポレオン三・世とオスマン男舞の都市計画、
地下鉄、娯楽、万博などが、モネ・ピサロ、マルケ、ユトリロ、ロ
ートレック、ドガ、ピサロ、リュース、ルノワールなどの絵の中に
生き生きと描かれる｡ パリの光と影が画家の筆に造された歴史の証
言を観るよう。( ２月１１日迄｡ 一般9 0 0 円､ 大高生7 0 0 円､ 中小学生4 0 0 円）

1１
へ

建些

･ 暫●

１，司
一
町
一
町

⑲

雨竜ﾛ

９ １ 蝉
『
電

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



里

豊
か
で
暖
か
い

日
本
料
理
の
原
点

▲深山の幸
▽江戸時代の料理

△兵庫名物須磨焼鰯
▼雛まつり

▲七汐料理
▼端午

松
崎
節
子

家
庭
の
料
理
を
大
切
に
し
た
い
、
長

い
歴
史
を
ふ
ま
え
た
日
本
の
料
理
を
大

切
に
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
願
い
の
も

と
に
、
懐
石
料
理
研
究
「
嘉
の
会
」
が
、

山
根
先
生
を
中
心
に
発
生
し
て
三
年
、

現
在
会
員
数
は
三
十
八
名
で
す
。

先
生
の
自
宅
で
、
月
一
回
六
〜
八
人

の
グ
ル
ー
プ
で
教
え
を
受
け
て
い
ま
ｔ

家
庭
料
理
の
中
で
、
手
軽
に
で
き
る
懐

石
料
理
と
い
う
こ
と
で
、
材
料
は
そ
の

季
節
に
合
っ
た
身
近
に
手
に
入
り
易
い

も
の
ば
か
り
、
味
つ
け
に
重
点
を
お
く

の
は
勿
論
、
同
じ
材
料
で
も
幾
通
り
も

の
変
化
を
も
た
せ
、
器
に
合
っ
た
盛
り

つ
け
を
工
夫
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と

や
っ
て
お
り
ま
す
。

食
べ
歩
き
も
し
ま
し
た
し
、
ま
た
奈

良
ま
で
足
を
の
ば
し
、
古
代
食
だ
け
で

な
く
、
そ
の
時
代
の
背
景
を
知
る
た
め

平
城
京
跡
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
等
を
訪
ね
、
食
に

ま
つ
わ
る
勉
強
の
機
会
も
持
ち
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
食
文
化
に
関
す
る
講
座

を
設
け
、
「
鑑
賞
用
と
し
て
の
陶
磁
器

と
道
具
と
し
て
の
陶
磁
器
」
（
元
甲
南

大
学
理
事
・
坂
野
清
夫
氏
）
「
お
箸
の

文
化
に
つ
い
て
」
（
創
業
明
和
箸
老
舗

市
原
平
兵
衛
氏
）
「
天
平
の
食
生
活
に

つ
い
て
」
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
指
導
部
長

佐
原
真
氏
）
と
い
っ
た
、
様
々
な
講
師

を
迎
え
て
参
り
ま
し
た
。
来
春
早
々
に

も
、
国
立
民
俗
学
博
物
館
助
教
授
・
石

毛
直
道
氏
の
「
外
国
か
ら
み
た
日
本
料

理
」
の
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
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●
叱
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４
４
凸

捗
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恥
手
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＝
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ごコ
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し

山根嘉代子先生( 中央) を囲んで。

胃

ワ
ー甲
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■

Ｉ』‘
缶

域
｡ Ｕ

庄一 ■

声Ｐ句

思

■炉一

１
１

ｐｌ
ｐ ノ

Ｌ
Ⅵ昼

Ｉ

Ｌ

去
る
五
十
七
年
に
は
、
各
家
庭
の
食

生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な

れ
ば
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
会
員
以
外

の
皆
様
に
も
広
く
見
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、

「
器
と
盛
り
つ
け
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

懐
石
料
理
の
展
覧
会
を
催
し
ま
し
た
。

こ
の
時
も
反
響
が
大
き
く
大
勢
の
方
々

が
ご
覧
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
一
年

間
、
芦
屋
浜
の
朝
日
文
化
教
室
で
「
家

庭
で
手
軽
に
出
来
る
懐
石
料
理
」
を
、

「
嘉
の
会
」
会
員
が
交
互
に
先
生
の
助

手
と
し
て
楽
し
く
務
め
た
こ
と
も
大
変

よ
い
経
験
で
し
た
。

六
十
年
十
一
月
十
五
日
に
、
同
ホ
テ

ル
で
催
し
た
展
覧
会
で
は
、
テ
ー
マ
を
、

町
人
文
化
が
栄
え
、
食
生
活
も
豊
か
さ

を
思
わ
せ
る
江
戸
時
代
に
注
目
し
て
、

こ
の
時
代
の
数
多
く
の
料
理
書
の
中
か

ら
、
現
代
の
食
卓
に
も
供
す
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
を
選
び
ま
し
た
。
「
江
戸

時
代
の
料
理
」
と
題
し
た
も
の
と
、
家

庭
の
年
中
行
事
と
し
て
現
在
に
も
残
っ

て
い
る
、
お
正
月
、
ひ
な
祭
を
は
じ
め
、

「
四
季
の
節
句
料
理
」
と
を
、
各
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
担
当
し
て
、
展
示
い
た
し

ま
し
た
。

過
去
の
素
晴
ら
し
い
食
文
化
を
受
け

継
い
で
行
く
こ
と
が
家
庭
の
主
婦
の
使

命
だ
と
深
く
感
じ
、
伝
統
料
理
を
見
つ

め
る
こ
と
で
現
在
の
家
庭
の
食
生
活
を

ふ
り
か
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
幸
い
に
展
示
会
は
人

の
波
が
ひ
き
も
き
ら
ず
、
メ
モ
を
片
手

に
カ
メ
ラ
に
収
め
ら
れ
る
方
も
あ
り
、

会
員
一
同
、
展
示
会
を
催
し
ま
し
た
甲

斐
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

食
ｌ
料
理
に
つ
い
て
究
め
な
が
ら
、
我

が
家
の
料
理
の
豊
か
さ
、
暖
か
さ
を
作

っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
江
兎

懐
石
料
理
研
究
「
嘉
の
会
』
ノ
神
戸
市
中
央
区

篭
池
通
四
‐
一
‐
九
合
○
七
八
‐
二
二
｜
‐

七
三
九
七
山
根
嘉
代
子
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、真夜中の部屋
コンクリのなかで息をしずめる
ゆらゆら光の粒子をはしらせ
ユウジンたちはブラウン管で踊っている
もう君のことも彼女の姿もおもいだせないし

詩画集こどもたちの呼びかけも聞こえてこない
ふるえのとまった肺胞の壁

四 季下水管の空洞がひろがっている
こんなに静まりかえった闇の恐怖を 詩･ 季村敏夫

画・田中一好銀河系から脱出した博士は※
ガラスの容器で眠る馬の瞳にともしている
｢ 宇宙あお宇宙青」
しかしそれは数億万年前に打電された火の烏の調べ
原子が砕け散る音まで形象化した博士に
ごうごう鳴る廃嘘の球形が
今どのようにうつっているのか
もう誰にもわからない
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